（報告様式1）

平成　年　月　日

科学技術振興機構　殿

（研究開発担当者所属機関）

研究機関名                                       

機関代表者　役職・氏名                   公印/社印 
復興促進プログラム（マッチング促進）／研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）ハイリスク挑戦タイプ（復興促進型）

実施報告書

復興促進プログラム（マッチング促進）／研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）ハイリスク挑戦タイプ（復興促進型）の年度実施状況を、
委託研究開発契約書の規定により、下記のとおり報告します。

契約している研究開発機関ごとに提出してください。
記
１．課題番号：

２．研究開発課題名：「　　　　」

３．研究開発参画者 
	区分
	氏　名
	所属機関・役職

	研究開発担当者
	
	

	研究者
	
	

	・・・
	
	

	・・・
	
	


４．委託研究開発費（総額）　      千円（直接経費                千円、 間接経費                       千円  ）

５．実施状況（別紙の通り）

（別紙）

実施報告書

1． 研究開発状況
(1) 今年度の実施状況の概要

（1） 研究開発業務

「実施計画書」の実施項目毎に、①達成度（設定した目標に対する達成度）、②達成状況（今年度の実施状況）、③進捗上の問題点と今後の対策、を以下の　ａ）の実施状況表に記載ください。尚、記載内容は２００字程度として、必要に応じてｂ）の補足説明欄に詳細内容を記載ください。※　達成度、達成状況の記載の根拠となる具体的なデータについては、ｂ）補足説明において、適切に提示してください。
ａ）実施状況表

	実施項目

（※1）
	目標（値）

（※2）
	達成度

（※3）
	達成状況
	進捗上の問題点と今後の対策

	①新規診断ｷｯﾄの開発
	
	
	
	

	①-1新規診断ｷｯﾄの改良と試作
	10万検体対応ELISAｷｯﾄ作成
	80%
	前年度に継続して、検出能力の向上に努めた。その結果、●●を○○することで、対応検体数を△△まで処理可能とできる目処を得た。
	残る問題点は、◇◇と□□である。□□は、◆◆先生の協力を得て、次年度上期中に解決が出来る見込み。◇◇は、▽▽の技術が必要なので、基礎実験を継続して、次年度内には解決出来るように今後最注力予定。

	①-2新規診断ｷｯﾄの製造承認申請準備
	
	
	
	

	②
	
	
	
	

	②-1
	
	
	
	


※1：実施計画書で設定した実施項目の内、最も詳細な段階の項目単位で記載下さい。

※2：上記※１の詳細な項目に対応した「成果目標」の骨子を、出来るだけ数値にて記載下さい。

※3：目標に対する達成度を％で記載下さい。

ｂ）補足説明

上記の表に書ききれない事項について記載してください。（例：達成度、達成状況の根拠となるデータ、実施計画書との相違点、その理由、及びそれに対する対応策や、今後の研究開発に関する重要課題、対策とその達成見通し　など）

2． 今回報告する実施期間における研究開発成果による知的財産権の出願状況

	出願日
	知的財産権の

種類・番号
	発明等の名称
	発明者
	出願人

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※未提出の場合は、該当する知財に関する通知書・申請書（知材様式1）を提出のこと

3． 今回報告する実施期間における研究開発成果の発表状況

（学会発表、成果物展示、プレス発表、論文発表）

	開催日

（掲載日）
	発表機関の名称

（学会名、展示会名、雑誌名）
	題名
	発表者名

	
	
	
	

	
	
	
	


４．　その他

実施計画（研究開発及び起業に）関して、JSTに通知又は了解を受けておきたい事項があれば、本項目欄に記載ください。

５．プロジェクトリーダー総括

　プロジェクトリーダーの研究開発機関が作成する報告書には、本項目を必ず記載してください。プロジェクトリーダー以外の研究開発機関の報告書では、本項目は不要ですので削除してください。

　プロジェクトリーダーは、本研究開発課題を実施するすべての共同研究開発機関の実施状況を把握した上で、プロジェクト全体について報告年度の実施状況を総括・コメントしてください。

以上
契約書調印者としてください
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